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となる。さらに、感染細胞に G 遺伝子を導入することで、⊿G-RV の単シナプスに限定された逆行性経シナ
プス伝播が起こり、初期感染細胞のシナプス前細胞にも外来遺伝子を導入することができる。⊿G-RV は、
この感染特性によって神経細胞の結合関係を詳細に調べるためのツールとして利用されている。この有用な








第 1章 G遺伝子欠損型狂犬病ウイルスベクターの遺伝子発現特性の解析 




























TagBFP を発現する⊿G-RV、rHEP3.0-⊿G-GCaMP6m-TagBFP と、GCaMP6m と赤色蛍光タンパク質 mRFP を
発現する⊿G-RV、rHEP3.0-⊿G-GCaMP6m-mRFP を作製した。これら 2 種の⊿G-RV によって、ある領域内
の 2 種の神経細胞群の投射先を TagBFP、mRFP の蛍光によって同定し、同時に GCaMP6m の蛍光によって 2
種の神経細胞群の活動を計測できる手法の開発を目指した。 
神経細胞の投射関係の同定ためには、⊿G-RV に、神経細胞の軸索末端から感染し、高い逆行性感染能を
示す狂犬病ウイルス Challenge Virus Standard（CVS）株の G タンパク質をウイルス粒子のエンベロープを付





ンパク質を付与した rHEP3.0-⊿G-GCaMP6m-mRFP を側坐核にそれぞれ微量注入したところ、海馬 CA1、お

















性の検証、を行った。１）では、⊿G-RV の遺伝子発現特性を調べるため、① RV、② ⊿G-RV、そ
して③ G 遺伝子を蛍光タンパク質遺伝子に置換した狂犬病ウイルスベクターの 3 種類の遺伝子改
変狂犬病ウイルスベクターを作製し、それらの転写産物量と外来遺伝子発現量をそれぞれ比較し










ずれかを外来遺伝子として発現する 2 種の⊿G-RV を作成し、ラット脳の扁桃体、および側坐核に
それぞれを注入した。インキュベーションの後、投射ニューロンの細胞体が分布すると考えられ
る海馬 CA1、および海馬台において、神経活動変化に伴う細胞内 Ca2+シグナル変動を可視化するこ
とに成功した。 
これらの成果は新しい脳神経研究の展開に大きな影響を与え、重要な技術基盤を与えるもので
ある。同時に、これらの研究成果は、論文著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能
力と学識を有することを示している。したがって、佐藤 翔提出の論文は，博士（生命科学）の
博士論文として合格と認める。 
 
